
 

     第第３３章章  

         調調査査結結果果のの活活用用  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における分析等が効果的かつ円滑に行える

よう、分析方法の例を作成しました。 

 

①各学校の実態を把握する 

②分析を行う 

③仮説を設定する 

④検証を行う 

 

調査結果から、各学校の実態を把握し、分析を行

うことで課題等を踏まえた仮説を設定し、その仮説

に基づく取組によって検証を行うといったＰＤＣ

Ａサイクルの確立につなげてください。 
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